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第１回射水市総合計画審議会以降に寄せられたご意見 

 

総合計画全般に関するご意見 
 
・ このまちで何でも充たされるものではなく、隣のまちなどと補い合い、暮らしをつ

なげていくことも考えられる。 
・ 安全・安心は市民生活の基底であり、防災・福祉、子育ての推進などで、おもいや

りに満ちたまちとなるような仕組みをつくり、他にうらやまれるシステムをつくれば、

まちが輝き、一段と住み良くなる。 
・ 総合計画の視座として「交流」（他地域との行き来の活発化／大学・研究機関等と

の連携／女性が輝くまちの発信）、「安全・安心」（防災対策の強化／医療・福祉対策

の推進）、「元気」（子育て支援や人材開発の充実／創業・ベンチャーの支援）が考え

られる。 
 
未来部会に関連するご意見 

 
【学校教育、人材育成、生涯学習】 
・ 全小中学校における英会話科を強力に推進する。 
・ 人口構造の変化に対応し、教育的見地から適時適切に校区を見直す。 
・ 学校の再編は自治（住民）組織に縛られないようにする。 
・ 学生寮の運営や奨学金制度の強化、表彰・顕彰制度の充実により、社会正義等に活

躍する射水人（いみずびと）を輩出する。 
・ 新しい集まりへの機会を提供し、活動ジャンルの広がりやより深い学びにつなげ、

新鮮で刺激的な出会いにもつなげる。 
 
【男女共同参画（女性の地位向上）】 
・ 女性が働きやすい市民・企業風土づくりを推進する。 
・ NPO、ボランティア、女性経営者、管理職、アーティスト、子育てママ、市職員
などで構成する「いみず女性ネットワーク」（または「いみず女性未来会議」）を発足

し、女性活動の拠りどころとする。（ジェンダー解放への取り組みとして、個人参加

も可とする。） 
・ 女性向け生活文化広報誌の発行により、市民の様々な取り組みや知財を紹介し、事

（こと）おこしや生活改善のほか、当市の魅力を市の内外へ発信する。（編集施設に

は研修室、託児ルームなどを併設する。） 
 
【住民自治・市民協働】 
・ 地区自治会連合会の小学校区単位での統合を住民の発意により推進する。 
・ 小学校区を単位とする自治組織の拠点機能の強化、消防・防災組織、各種団体の統

合・整合 
・ 旧態、閉塞感との訣別 
・ 班構成の見直し・組み換えの奨励により、単位自治会の活動を活発化する。 
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・ 中学校区単位での自治会連合会連絡会議（任意の組織）の設立により、旧市町村区

分からの脱皮を促し、共通課題の解決に向けた情報交換、意見調整などを行う。 
・ 市民協働は、市民が意思決定のプロセスからの参加により前進する。 
 
【射水らしさ】 
・ 射水の１００景や１００シーン、１００ストーリー、人財１００人などの指定（そ

の過程にも注目が集まる。） 
・ 旧北陸街道を新市役所から小杉駅、越中大門駅へのシンボルロードとして用いる。 
 
【大学、学生との連携】 
・ 大学教員（知の宝庫）の活躍の場づくり 
 
安心部会に関連するご意見 

 
【子育て支援】 
・ 子育て支援センターは充実しているが、健常者の子ども達だけでななく、障がいを

持つ子ども達にとっても、保護者の仕事と子育て支援との両立を促進していかなけれ

ばならない。 
・ ２４時間保育とライブ配信、保育割引制度や保育料の補てん、育児休業支援（企業

奨励・顕彰）、社会保険料の補てん、児童手当の充実、育児保険（介護保険のような

制度）の提唱 
・ 子育ての一元化（ワンストップサービス、幼保の一元化など）、保育士・福祉関連

従事者の育成と定着化 
 
【高齢化社会】 
・ 高齢者社会となり、元気な老人が多くなっている。「老人会」に加入したくない老

人も多く、その方々の能力、活力を活用し、元気さをアピールできる市を発信したら

と思う。 
 
元気部会に関連するご意見 

 
【起業、新産業】 
・ 学生ベンチャーへの支援（大学院生を中心に研究室内のアイデアに対し支援） 
・ 学生ベンチャー工房の設置（小杉庁舎の活用） 
・ 学生チャレンジショップ等への支援 
・ 学生実習（単位取得）制度への貢献 
・ 創業、企業支援の相談窓口の強化（プラットフォーム化） 
・ 創業・ベンチャー企業への支援の強化 
・ 用いられなくなった家や建物・スペース、旧庁舎の活用 
・ 研究・開発型企業の誘致や同部門の創設支援 
・ 価値創造プロジェクトの募集と採択 
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【企業誘致、産業、雇用】 
・ 射水市において、１５歳～６５歳までの人口が減少している中、射水市の発展と活

性化を促進するため、①企業誘致のＰＲ、②漁業・農業従事者減少防止、③リターン

就職者の支援を推進する。 
・ 漁業、水産加工業の振興と漁業塾の開催 
・ 市民がどのような職に就いているか、資料を提供してほしい。（農業人口の推移等） 

 添付資料  
 
【観光、射水ブランド】 
・ 地域資源及び国、県の補助金の活用 
・ 北陸新幹線開通に向けた市のＰＲの促進策として、①射水の食材・特産物・イベン

ト、②海王丸・新湊大橋・内川沿い観光ＰＲ、③イベント・各地域のお祭り等を旅行

会社、各産業従事者を通じ、ＰＲ活動を全国展開する。 
・ 射水市は、非常に宿泊施設が少ない。 
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